
関門海峡が結ぶ景観に配慮したまちづくり 

 

１ 経緯 

・ 関門海峡を中心とする関門地域は、古来より様々な歴史の舞台として、また、海上・陸上交通の

要衝として、文化的、経済的に栄えてきた。美しい自然と厚い歴史を持ち、ダイナミックで変化

に富んだ関門景観は、下関市と北九州市の両市民が共有するかけがえのない財産である。 

・ 下関市と北九州市では、この関門景観を両市民はもと

より、すべての人々にとってかけがえのない共通財産

として守り、育て、創り、将来に継承していくために、

平成 13 年（2001 年）10 月に、全国で初めて、県境を

越えて、両市で同一名称・同一条文である「関門景観

条例」を制定した。 

 

２ 関門景観形成の取組み 

・ この条例に基づき、関門景観形成地域を指定し、山の

緑や歴史的な資源を活かした景観を目指すために、①

建築物等の配置や形態、②植栽等による緑化、③建築

物等の色彩などの基準を定め、景観誘導を行っている。 

・  同時に、「関門景観審議会」「関門景観協議会」を設

置し、景観施策を進めるための仕組みを整え、さらに、

関門景観に特に大きな影響を与える建築行為等に対し

て専門家が助言を行う関門景観専門委員会を創設した。 

・  条例制定から10年以上が経過し、全体的に統一感の

ある街並みになってきたところである。 

 

３ 地域との関わり 

・ また、関門景観条例には、市民や事業者の役割も定め

られており、行政と市民・事業者の連携による景観づ

くりも進めている。 

・ 両市の建築士会や門司港まちなみづくり協議会等によ

る関門景観に関する地域活動が進められている。 

 

 

（参考） 

両市の建築士会による「関門地区景観ウォッチング＆セミ

ナー」が平成25年度都市景観大賞「景観教育・普及啓発

部門」の大賞（国土交通大臣賞）を受賞。 

（平成23年度から関門景観協議会が共催） 

関門景観形成地域 

建築士会の活動 



アジア都市景観賞の概要 
 

１ 概要 

アジアの人々にとって幸せな生活環境を築いていくことを目標とし、他都市の模範となる優れた成果

をあげた都市、地域、大きなプロジェクト等を表彰する国際賞である。 

 ・創設 2010年 

 ・主催 国連ハビタット福岡本部、アジアハビタット協会、福岡アジア都市研究所、アジア景観デザ

イン学会 

２ アジア都市景観賞のねらい 

 ・貴重な伝統・文化・習慣・歴史的意義の深い建造物や街並み、空間をアジア共通の資産として保全

し、次の世代へ継承していくこと。 

 ・各都市における美しい都市景観づくりの政策・計画・事業や活動から相互に学ぶ交流の機会を創出

すること。 

 ・それに係る関係者（行政や企業）、市民の努力を認知し、一層の当事者意識の形成や啓発に寄与する

こと。 

３ 2013年アジア都市景観賞のテーマ 

 「都市の誇りを育む景観」 

   都市景観の価値を、そこに暮らす人々の歴史から再発見し、地域社会の創造やイノベーションに

おける都市景観の新たな位置づけや可能性を見出した案件などを表彰する。 

   ＜2013年 日本におけるその他の受賞都市＞ 

    松江市：縁雫（えにしずく）による雨の日の松江プロジェクト 

    長崎市：出島復元整備事業とまちづくり 

（参考：アジア都市景観賞受賞） 

 ・第1回アジア都市景観賞（2010年） 

   日本、中国、韓国、シンガポール、香港、マカオの6カ国・地域から11件が受賞。 

   ＜日本：シーサイドももち整備事業（福岡）、黒川温泉地区景観づくり事業（南小国）、モエレ沼公園（札幌）＞ 

 ・第2回アジア都市景観賞（2011年） 

   日本、中国、韓国の3カ国から9件が受賞 

   ＜日本：熊本城復元整備とまちづくり（熊本）、ガーデンシティ舞多門（神戸）、原爆による廃墟からの都市復興（広島）＞ 

 ・第3回アジア都市景観賞（2012年） 

   日本、中国、韓国、香港の４カ国・地域から9件が受賞。 

   ＜日本：市電軌道敷緑化整備事業（鹿児島）、倉敷美観地区（岡山）＞ 

（参考：主催団体の概要） 

 ・国連ハビタット福岡本部 

   都市化と居住の問題に取り組む国連の機関であるハビタットが、アジア太平洋地域事務所として

開設。人間居住に関する関心を高めるなどの情報提供活動を行っている。 

 ・アジアハビタット協会 

   環境や生態系、歴史的文化遺産と調和した都市開発の重要性について関心と認識を高めるため、

平成16年2月に香港で設立された国際的NPO。 

 ・福岡アジア都市研究所（福岡市が全額出資） 

   都市政策を研究し、アジアの視点も取り入れながら、将来の都市戦略を提言する研究機関。 

 ・アジア景観デザイン学会 

   大学、経済産業省、国土交通省、福岡県、福岡市、北九州市と景観に関わる企業が一体となって、

景観の改善を目指して発足した学会。 



2013 年アジア都市景観賞授賞式の様子 

 

表彰状授与（深澤国連ハビタット福

岡本部長から） 

（左から） 

・佐藤九州大学副学長（選考委員） 

・深澤国連ハビタット福岡本部長 

・中尾下関市長 

・下向北九州市建築都市局計画部長 

中尾下関市長によるシティプロモー

ション 

集合写真 

 


